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|
財
務
健
全
化
基
準

次
の
ａ
）
及
び
ｂ
）
の
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
。（
注
１
）

ａ
）
有
利
子
負
債
（
資
本
性
借
入
金
が
あ
る
場
合
は
当
該
借
入
金
を
控
除
）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
対

す
る
比
率
が
1
0倍
以
内
（
注
２
）

ｂ
）
経
常
収
入
が
経
常
支
出
を
上
回
る
こ
と
。

（
注
１
）
申
込
事
業
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て

は
、
次
の
イ
）
及
び
ロ
）
の
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
補
助
金
等
の
額
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
及
び
経
常
収
入
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
当
該
補
助
金
等
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
ａ
）
及
び
ｂ
）
を
満
た
す
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
）
当
該
補
助
金
等
の
目
的
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
必
要
額
及
び
そ
の
積
算
根
拠
が
明
確
で
あ
る
な
ど
、

透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
当
該
補
助
金
等
を
交
付
す
る
者
が
、
そ
の
財
政
力
等
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
自
主
的
な
判
断

に
基
づ
き
、
一
定
の
期
間
継
続
し
て
当
該
補
助
金
等
の
交
付
を
行
う
蓋
然
性
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
三
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
内
閣
府
告
示
第
四
百
八
十
三
号
を

も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四

年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

石
川
県

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
再
生
計
画
「
石
川
県

産
業
革
新
戦
略
」

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

石
川
県
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
支
援
利

子
補
給
金
（
三
の
五
|
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
三
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
告
示
第
八
十
七
号
を
も
っ

て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四
年
六

月
二
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示

す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長
野
県

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

設
備
投
資
促
進
に
よ
る
長

野
県
経
済
活
性
化
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

長
野
県
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
支
援
利

子
補
給
金
（
三
の
五
|
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
三
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
年
内
閣
府
告
示
第
五
百
五
十
四
号
を

も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四

年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

堺
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
自
由
都
市
・
堺
」
再
生

計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

堺
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
支
援
利

子
補
給
金
（
三
の
五
|
）
及
び
地
域
再
生
支
援
の
た
め

の
「
特
定
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
編
成
（
三

の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
三
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
内
閣
府
告
示
第
百
八
十
二
号
を

も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四

年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

三
次
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
リ
バ
ー
リ
バ
イ
ブ

み

よ
し
」
三
次
水
環
境
再
生
計
画
Ó

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

三
次
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
の
た
め

の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
五
{
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
三
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
告
示
第
二
百
二
十
六
号
を

も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
四

年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

鹿
児
島
県

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

産
学
官
連
携
等
に
よ
る

「
か
ご
し
ま
産
業
お
こ
し
へ
の
挑
戦
」
地
域
再
生
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

鹿
児
島
県
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
支
援
利

子
補
給
金
（
三
の
五
|
）、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
実
証
研
究
補
助
事
業
（
三
の
六
）
及
び
地
域
再
生
等

に
資
す
る
実
用
化
技
術
の
研
究
開
発
助
成
（
三
の
六
）

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省

告
示
第
一
号

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
支
援
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
支
援
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
支
援
基
準
（
平
成
二
十
一
年
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省

告
示
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

Ò
１
]
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]
申
込
事
業
者
が
、
支
援
決
定
が
行
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
{
生
産
性
向

上
基
準
及
び
|
財
務
健
全
化
基
準
を
満
た
す
こ
と
。

な
お
、
各
指
標
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、「
我
が
国
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る

基
本
的
な
指
針
」（
平
成
2
3年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
３
号
）
に
お
い
て
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

{
生
産
性
向
上
基
準

次
の
ａ
）
か
ら
ｄ
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

ａ
）
自
己
資
本
当
期
純
利
益
率
（
注
）
が
２
％
ポ
イ
ン
ト
以
上
向
上

ｂ
）
有
形
固
定
資
産
回
転
率
が
５
％
以
上
向
上

ｃ
）
従
業
員
１
人
当
た
り
付
加
価
値
額
が
６
％
以
上
向
上

ｄ
）
ａ
）
か
ら
ｃ
）
ま
で
に
相
当
す
る
生
産
性
の
向
上
を
示
す
他
の
指
標
の
改
善

~
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
、
他
の
事
業
会
社
等
に
よ
る
事
業
の
買
収
を
伴
う
等
事
業
部
門
単
位
で
指
標
を
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
部
門
の
属
す
る
事
業
分
野
の
特
性
に
応
じ
て
、
総

資
産
減
価
償
却
費
前
営
業
利
益
率
、
総
資
産
研
究
開
発
費
前
営
業
利
益
率
又
は
総
資
産
減
価
償
却
費
前
研

究
開
発
費
前
営
業
利
益
率
の
い
ず
れ
か
の
指
標
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

œ


		2012-07-19T15:11:08+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




